利尻山登山情報　2011.5.２４
２４日、約ひと月ぶりに山頂まで行ってきました。
今年の残雪の多さは、先日書いたとおりですが、それでも前回１９日に途中まで登った時と比べたら、かなり雪どけが進んでいて、鴛泊コースの３．５合目くらいまでは、何とか登山道が分かるようになってきました。

それでも、今年の場合は、（早くても）６月１０日頃までは、夏山装備での一般登山はできないでしょう。雪山経験のない方は、６月末まで待つほうが無難かもしれません。
■５月２４日時点での利尻山の様子

[image: image1.jpg]



それでは、この日登った鴛泊コースをルート順に紹介していきます。
■鴛泊コース３．５合目（標高３５０ｍ）
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この辺りから、ルートが不明瞭になったため、この日は夏の登山道を外れて、冬期に使われる長官山北面の沢にルートを取りました。

あと１週間もすれば（６月になれば）、大分、夏道が分かりやすくなるでしょうが、登山道沿いの木々が雪に押しつぶされて倒れこんでいるので、通行はかなり困難になることが予想されます。

そういう中途半端な雪どけ状態を脱して、普通に夏山登山できるようになるのは、早くても６月１０日以降になるでしょう。

■森林限界（標高５５０m）
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いつも写真を撮っている場所です。

前回（５月１９日）の記事と見比べると、尾根沿いに黒い木々が目立つようになってきています。

ここで、積雪１６５センチでした。

■長官山北斜面（標高９００m地点から撮影）
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この日は山スキーで登りましたが、長官山の北斜面は斜度が３０度を越える急斜面なので、シールが効かず、ツボ足で登りました。
ワカンやスノーシューなど雪の沈み込み防止器具を用いずに歩くことを「ツボ足」と言いますが、ツボ足の状態だと、雪が緩む日中は、ひざ下位のラッセルになります。

■８合目の長官山付近から見る山頂（標高約１２００ｍ地点から撮影）
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■避難小屋
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避難小屋は、まだ２階からの出入りになります。

■９合目（標高１４１０ｍ）
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９合目は風が強く、雪がつかないので、既に地面が露出しています。

この日も尾根沿いは寒風が吹いていたので、季節外れの目出し帽で顔をガードした次第です。

なお、携帯トイレ用のトイレブースは、まだブルーシートで冬囲いをしたままになっています。普段、見られない姿ですね。

■山頂直下の急斜面
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■山頂とローソク岩
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沓形コースとの合流点付近から山頂までの最後の登り、標高差１５０ｍはかなりの急勾配になります。しかも両側は崖。
ここではスキーを脱ぎましたが、ツボ足で歩くと、所々、穴を踏抜くことがあります。

平坦なところなら、雪を踏みぬいて少々バランスを崩しても問題ないのですが、ここでバランスを崩したら、致命的な滑落につながりかねません。

実際、私も、かつて残雪期に他の山を登っているとき、急斜面でハイマツの上にかぶっている雪を踏み抜いてバランスを崩し、頭から数回転して、奇跡的に途中で止まってくれたことがあるので、人にアドバイスできるような身分ではありませんが、十分注意が必要です。特に下りは！！
■山頂
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山頂は積雪２ｍ。祠（お宮）のてっぺんが、少しだけ雪面に顔を出していました。

■沓形コース三眺山を見下ろす
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沓形コースは、鴛泊コースと比べて登山口が２００m高い場所にあるため、現在はスタート地点から既にルートが不明瞭です。
山頂から確認したところ、８合目から三眺山（写真中央のピラミッド型の山）にかけて、尾根の北側に雪庇が張り出しているのも確認できました。三眺山から上部は、一部ナイフリッジや雪壁もあり、バリエーションルート（確保するロープなどが必要）の世界です。まったく一般登山には適しません。

鴛泊・沓形の両登山コースに加え、山麓の姫沼ポン山探勝路も、まだ全線が雪でルート不明瞭なままです。この時期は、気温の高い日や、大雨などがあれば、１日でかなり雪どけが進むものですが、夏の利尻の楽しみは、もうしばらくお待ちください！！

登山情報も週イチペースで更新していくつもりなので、これから利尻登山を予定されている方は目を離さずに！！
６月５日の利尻島一周マラソン（悠遊覧人G）のあと、登山をしようと考えている方は、思いとどまってください。６月前半に登山ツアーを計画されている旅行会社、ガイドの皆様も、この登山情報などから残雪状況をしっかりチェックして、参加者に装備のぬかりのないよう、周知して頂ければと思います。
アイゼン・ピッケルの他に、日焼け止めやサングラスも必携です！！

（登山道調査担当：おかだ）

■そのほか、登山情報お問い合わせ先

利尻町役場商工観光係　　０１６３－８４－２３４５

利尻富士町役場商工観光係　　０１６３－８２－１１１４
